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市民、労組員たち ＝松が

写真はいずれも「長崎新間」から（本文も）

●抗議！

戸疑惑（こ包まれ
Jヶート鯰 ～竺ま畏屹{;--

=15 日午｀；；；‘• M ．デ9応米海軍::,
松ヵ9m` -̀S、頭ゃー＝

核艦船、 被爆地 長崎へ入港

●海上自衛隊が米原子力空毎と共同演習
(PACEX) 

●三沢からの報告

●乎壌ー板門店訪問記 ●フィリヒンの碁地に核兵器

トマホークの配fJiiiを．n:.すな！全国皿勁

●維持会員（川tl会代） ●参加会員（月1/¥J会ft) ●通信会員

団体 1日 2000円 団体 1日 100()|I1 年Itl l [] 
個人］日 1000円 個人 1LI !JOO円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌！翡試料を含みます）
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晴れ間をつき、海上デモをする反核運動のメンバー

8. 27核まみれの日本はごめんだヨコスカ行動

太平洋演習
(P.AC EX) 

毎月 1回20日発行1989年9月20日発行第47号（通巻第48号） 198碑 6月18日第三種郵便物認可 月刊反トマホーク通信 (2)

この日膨煎賀は嵐の中。呉、京都、首都圏そして横須賀
から集まったモーターボート、ヨット、ゴムボート合計
17隻風由が止んだわずかな合1li]に平和靡liが海Lデ
モ。この後、基地前を通るデモには200人が参加した。

九

月

十

五

日

午

前

十

時

、

核

搭

載

可

能

な

米

国

の

ミ
サ
イ
ル
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
「
ロ
ッ
ド
ニ
ー

•
M

・
デ

イ

ビ

ス

」

が

被

爆

者

、

市

民

そ

し

て

市

長

の

反

対

の

声

を

押

し

切

っ

て

長

崎

に

入

港

し

た

。

人

々

の

心

を

土

足

で

踏

み

つ

け

に

し

た

、

被

爆

地

へ

の

「

核

な

ら

し

攻

撃

」

に

心

の

底

か

ら

の

怒

り

と

悲

し

み

を

感

じ

る
c

長

崎

市

は

七

四

年

に

当

時

の

諸

谷

市

長

が

核

保

有

国

の

軍

艦

入

港

拒

否

を

言

明

、

市

議

会

も

「

核

積

載

艦

艇

の

入

港

拒

否

に

関

す

る

意

見

書

」

を

採

択

し

て

い

る

。

ま

た

今

年

三

月

に

は

「

非

核

市

民

悪

章

」

が

議

会

決

議

さ

れ

、

さ

ら

に

八

月

九

日

に

は

「

長

埼

乎

和

宣

言

」

で

非

核

の

法

制

化

、

ア

ジ

ア

太

平

洋

の

非

核

化

を

訴

え

た

ば

か

り

で

あ

る

。 抗議,. 

一
隻
が

市
民
の
怒
り
／
市
長
の
が
ん
ば
り

長
崎
へ
の
第
一

一
の
核
攻
撃

長

崎

に

は

八

六

年

に

海

難

救

援

艦

ビ

ュ

フ

ォ

ー

ド

、

八

七

年

に

は

貨

物

艦

セ

ン

ト

ル

イ

ス

が

入

港

、

戦

闘

艦

で

は

六

七

年

の

巡

洋

艦

セ

ン

ト

ル

イ

ス

以

来

二

十

一

一

年

ぶ

り

で

あ

る

。

「

彼

ら

の

ね

ら

い

は

明

ら

か

で

す

」

と

市

民

団

体

「

ピ

ー

ス

バ

ス

長

崎

」

の

細

川

正

義

さ

ん

。

「

段

階

を

路

ん

で

エ

ス

カ

レ

ー

ト

し

て

い

る

ん

で

す

。

次

は

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

が

や

っ

て

く

る

に

ち

が

い

な

い

。

「

長

崎

の

『

核

ア

レ

ル

ギ

ー

』

を

つ

ぶ

せ

ば

、

ど

こ

の

港

で

も

う

ま

く

い

く

と

彼

ら

は

考

え

て

い

る

ん

で

す

」

．

十

二

日

に

入

港

が

発

表

さ

れ

る

と

被

爆

者

、

市

民

団

体

、

労

働

組

合

は

た

だ

ち

に

入

港

阻

止

の

行

動

を

始

め

た

。

「

ピ

ー

ス

バ

ス

」

も

他

の

七

団

体

と

と

も

に

市

、

県

へ

の

申

し

入

れ

、

米

大

統

領

へ

の

抗

議

電

、

海
自
と
米
原
子
力
空
母
l

共

同

演

習

ヘ

カ

ー

ル

ビ

ン

ソ

ン

／

エ

ン

タ

ー

プ

ラ

イ

ズ

一

太

平

洋

演

習

（

P
A
C
E
X
)
」

か

九

月

一

日

に

始

ま

っ

た

。

参

加

国

は

カ

ナ

ダ

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

。

韓

国

は

未

定

。

こ

れ

だ

け

は

確

認

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

演

習

の

全

体

像

は

依

然

と

し

て

霧

の

中

で

あ

る

c

そ

れ

で

も

、

国

際

的

な

平

和

運

動

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

連

携

や

各

国

の

メ

デ

ィ

ア

の

追

跡

に

よ

っ

て

、

す

こ

し

ず

つ

だ

が

、

重

要

な

情

報

が

伝

え

ら

れ

始

め

て

い

る

。

．．
 
九

月

五

日

、

「

海

の

軍

備

撤

廃

を

1・

太

平

洋

運

動

」

は

、

渡

米

中

の

反

ト

マ

全

国

運

動

の

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

梅

林

さ

ん

も

加

わ

り

シ

ア

ト

ル

で

記

（

一

三

ペ

ー

ジ

ヘ

）

神
奈
川
県
が
提
出

チ

ラ

シ

配

布

な

ど

を

行

い

、

入

港

日

に

は

被

爆

者

や

労

慟

者

と

と

も

に

座

り

込

み

に

加

わ

っ

た

。

．．
 

本

島

長

崎

市

長

は

、

こ

の

市

民

の

声

を

背

に

き

っ

は

り

と

「

入

港

反

対

」

を

表

明

し

、

自

治

体

の

長

と

し

て

は

最

大

限

と

い

っ

て

よ

い

行

動

を

お

こ

し

た

。

市

長

は

在

福

岡

ア

メ

リ

カ

領

事

館

に

次

の

よ

う

な

要

望

書

を

送

っ

た

。

「

・

・

・

親

善

の

た

め

入

港

す

る

の

で

あ

れ

ば

、

核

兵

器

を

積

載

し

て

い

な

い

と

い

う

証

明

善

を

提

出

し

て

い

た

だ

く

よ

う

強

く

要

求

い

た

し

ま

す

」

．

そ

し

て

市

民

の

疑

惑

が

解

消

さ

れ

な

い

か

ぎ

り

、

「

被

爆

都

市

の

市

長

と

し

て

は

長

崎

港

へ

の

入

港

に

つ

い

て

は

強

く

反

対

い

た

し

ま

す

」

。

さ

ら

に

市

長

は

長

崎

港

の

港

湾

管

理

者

で

（

六

ベ

ー

ジ

ヘ

）

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
の

「
航
海
日
誌
」

外
務
省
受
け
取
り
拒
否

．
 
．
 
・
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

＂

「

神

奈

川

を

非

核

に

す

る

県

民

運

動

」

は

八

月

三

．
 
．
 

＂

十

一

日

、

空

母

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

の

公

開

日

誌

を

神

．
 
．
 

＂

奈

川

県

に

提

出

、

事

故

の

真

相

糾

明

を

再

度

国

に

迫

．
 
．
 

}

る

よ

う

求

め

た

。．
 

＂

九

月

四

日

、

県

は

外

務

省

に

出

向

き

、

こ

れ

を

提

．
 
．
 

~
出
し
て
真
相
糾
明
を
要
請
し
た
が
、
外
務
省
は
受
け

．
 

~
取
り
そ
の
も
の
を
拒
否
し
た
（
九
月
十
六
日
「
神
奈

．
 
．
 

＂

川

新

聞

」

「

中

国

新

聞

」

）

。

「

日

誌

の

有

無

を

含

．
 
．
 

＂

め

て

米

大

使

館

を

通

し

て

米

政

府

に

照

会

中

。

米

囚

．
 
．
 

~
に
事
実
確
認
を
頼
ん
だ
以
上
、
米
国
か
ら
の
回
答
を

．
 
．
 

＂

待

つ

の

が

外

交

の

ル

ー

ル

」

と

い

う

の

が

外

務

省

の

．
 
．
 

＂

説

明

に

な

ら

な

い

説

明

で

あ

る

。．
 
．
 

＂

県

は

「

事

実

確

認

の

す

べ

て

を

米

国

に

任

せ

る

の

．
 
．
 

~
で
は
な
く
、
資
料
入
手
な
ど
自
主
努
力
も
必
要
で
は

．
 

＂

な

い

か

」

と

、

い

つ

も

住

民

に

言

わ

れ

て

い

る

セ

リ

．
 
．
 

”

フ

を

繰

り

返

し

た

。

住

民

ー

自

治

体

ー

国

、

こ

の

三

．
 
．
 

~
す
く
み
状
態
を
突
破
す
る
世
論
の
盛
り
上
が
り
を
い

~
か
に
つ
く
る
の
か
。
「
次
の
一
手
」
を
見
つ
け
た
い
。

．
 

~
詳
し
く
は
次
号
で
。

．
 

＂

（

神

奈

川

を

非

核

に

す

る

県

民

運

動

）

．
 
．
 
．
 

遺
影
を
抱
い
て
抗
議
す
る
披
爆
者
た
ち
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五
月
十
七
日
、
三
沢
の
夜
は
一
変
し
た
。
市
民
に

は
寝
耳
に
水
の

N
L
P
（
夜
間
離
発
着
訓
練
）
が
開

始
さ
れ
た
か
ら
だ
。
五
月
は
結
局
二
十
四
日
ま
で
断

続
的
な
轟
音
に
夜
の
十
時
ま
で
基
地
周
辺
は
包
ま
れ

た
。
三
沢
市
や
県
も
さ
す
が
に
「

N
L
P
絶
対
反
対
」

を
即
座
に
表
明
は
し
た
も
の
の
、
八
月
に
入
り
九
日

＼
十
日
、
十
六
日
＼
十
七
日
と
N
L
P
は
実
施
さ
れ
、

厚
木
の
代
替
と
し
て
の

N
L
P
恒
常
基
地
の
ね
ら
い

は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

三
沢
で
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
横
須
賀
母
港
化
と
同

時
に
年
一
＼
二
回
の
割
り
で
N
L
P
は
行
わ
れ
、
八

六
年
十
一
月
を
最
後
に
こ
こ
二
年
余
は
な
か
っ
た
も

の
の
初
体
験
で
は
な
い
。
し
か
し
今
回
の
住
民
の
反

応
は
鋭
く
、
以
前
の
比
で
は
な
い
。
こ
の
二
＼
三
年

の
状
況
の
変
化
が
大
き
い
か
ら
だ
。

ま
ず
F
1
6
の
五
十
機
配
備
。
日
常
的
な
騒
音
の
増

大
が
前
提
と
し
て
あ
っ
た
。
騒
音
直
下
の
太
平
洋
岸

よ
つ
か
わ
め

最
大
の
集
落
•
四
川
目
が
集
団
移
転
を
迫
ら
れ
、
三

い
つ
か
大
惨
編
が

三
沢
基
地
の
現
状
を
報
告
す
る
が
、
残
念
な
が
ら

「
闘
い
の
報
告
」
が
で
き
な
い
事
を
前
も
っ
て
断
っ

て
お
き
た
い
。
社
共
や
労
組
レ
ベ
ル
の
年
一
＼
二
回

の
恒
例
の
集
会
、
デ
モ
以
外
は
見
る
べ
き
闘
い
や
住

）
民
組
紐
が
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
の
が
二
十
年
の
三
沢

8

の
実
状
だ
。

号叩巻
約
二
十
年
前
と
い
え
ば
べ
平
連
系
の
反
戦
ス
ナ
ッ

通（
ク
「
ア
ウ
ル
」
を
中
心
に
反
戦
闘
争
が
そ
れ
な
り
に

号如
盛
り
上
が
り
、
市
内
の
青
年
労
働
者
に
も
一
定
の
影

7
 

思
響
を
与
え
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
年
、

0

客
観
的
に
は
三
沢
市
は
「
基
地
と
の
共
存
共
栄
路
線
」

日2
 
，
に
何
ら
の
変
更
な
く
走
り
続
け
て
き
た
歴
史
と
も
い

月89

え
る
。
し
か
し
、
八
五
年
夏
の
F
1
6
配
備
の
始
ま
り

年

，
 

行

か

ら

87
年
夏
で
五
十
機
の
配
備
完
了
で
飛
躍
的
に
強

発日
化
さ
れ
た
基
地
が
生
み
出
す
「
基
地
公
害
」
の
激
化

nu 
2
 
回
に
さ
す
が
の
住
民
も
「
こ
れ
以
上
の
基
地
強
化
は
御

1
-
訊
免
だ
」
と
の
動
き
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

ず
核
燃
を
片
づ
け
て
か
ら
、
と
い
う
の
が
僕
も
含
め

た
仲
間
達
の
気
持
ち
な
の
だ
が
、
そ
う
も
言
っ
て
ら

れ
な
い
程
、
基
地
の
動
き
も
矢
継
ぎ
早
だ
。

と
い
う
わ
け
で
、
あ
く
ま
で
も
半
身
に
構
え
た

「
三
沢
基
地
レ
ポ
ー
ト
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

と
も
か
く
今
は
核
燃
で
頭
も
手
も
一
杯

で
も
、
そ
‘
？
し
い
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど

着
も
た
い
へ
ん
な
こ
と
に

こ
れ
を
書
い
て
い
る
本
人
も
＿
二
沢
の
住
民
で
あ
り

な
が
ら
何
と
な
く
他
人
事
風
に
報
告
す
る
内
情
を
ま

ず
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
同
じ
青
森
県
内
だ
が
一
二
沢
市
民

と
な
っ
て
ま
だ
六
年
余
。
タ
プ
ロ
イ
ド
版
四
ペ
ー
ジ

の
『
北
斗
新
報
』
な
る
月
三
回
発
行
の
，
豆
新
聞

．．
 

を
一
人
で
出
し
、
一
家
五
人
が
食
っ
て
い
る
。
約
千

部
の
部
数
で
三
沢
市
中
心
の
「
商
業
紙
」
で
、
二
十

年
の
紙
歴
を
持
つ
。
ぽ
く
が
三
沢
に
移
っ
た
の
も
こ

の
新
間
を
創
業
者
か
ら
引
き
継
ぐ
た
め
で
、
革
新
色

は
鮮
明
に
し
つ
つ
も
、
読
者
の
大
半
は
商
店
主
や
役

所
関
係
な
ど
保
守
層
で
し
め
、
食
っ
て
い
け
る
だ
け

の
市
民
権
は
得
て
い
る
。

し挙大年例
が
も

ト

ら

ン
か

べ

軍

イ

米

大
に

の
のも
栄
り

共

売

存
を

共

、

:

'

,

t

ワ

r

勺
↑
ご
5

rし
ま

市

地

言
i

百
戸
近
い
村
が
個
人
移
転
も
含
め
て
消
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
が
象
徴
的
だ
。

そ
し
て
相
次
ぐ
墜
蒋
、
緊
急
着
陸
、
誤
射
、
誤
爆

の
連
続
。
八
七
年
三
月
の
F
1
6
八
戸
沖
墜
落
か
ら
始

ま
り
、
八
八
年
九
月
の
F
1
6
岩
手
山
中
墜
落
ま
で
、

一
年
半
で
自
衛
隊
機
も
含
め
五
件
六
機
の
墜
落
事
故

が
続
出
し
、
乗
員
六
名
が
死
亡
し
て
い
る
異
常
さ
だ
。

他
に
F
1
6
の
緊
急
着
陸
が
こ
の
一
年
内
で
四
件
。
そ

し
て
六
ケ
所
村
内
で
、
核
燃
予
定
地
に
近
い
地
点
へ

の
模
擬
弾
誤
射
が
二
件
と
、
い
ず
れ
も
人
家
に
は
被

害
が
な
か
っ
た
も
の
の
事
故
が
日
常
化
し
、
大
惨
事

は
時
間
の
問
題
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

~ ← -
—,、^‘‘”＇ 虞貸
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「
半
身
」

伊
東
裕
希

＿
北
斗
新
報
」
発
行
人
・
三
沢
市

な
っ
て
い
る
の
だ

--
＿
沢
か
ら

の
理
由

市
民
の
広
が

い
わ
ゆ
る
全
共
闘
世
代
で
四
十
一
オ
、
当
時
東
京

で
染
ま
っ
た
ク
セ
は
未
だ
抜
け
ず
、
こ
の
十
年
余
の

「
本
業
」
は
反
原
発
・
反
核
燃
の
闘
い
。
周
知
の
よ

う
に
わ
が
「
下
北
半
島
」
は
今
、
「
原
子
力
半
島
」

化
へ
の
道
を
進
ん
で
い
る
。
原
子
力
船
「
む
つ
」
、

ひ

か

し

と

お

り

g

.

東
通
原
発
、
大
間
原
発
、
そ
し
て
六
ケ
所
村
の
核
燃

施
設
。
ま
ず
こ
れ
を
止
め
る
事
が
最
大
の
課
題
と
、

「
基
地
問
題
」
は
見
て
見
ぬ
フ
リ
を
し
て
き
た
の
が

偽
ら
ざ
る
心
境
だ
。

な
か
で
も
核
燃
問
題
は
今
や
県
政
の
設
重
要
課
題

と
な
り
、
そ
の
建
設
是
非
を
め
ぐ
る
攻
防
は
頂
点
に

登
り
つ
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
基
地
問
題
」
は
ま

こ
う
い
う
中
で
の

N
L
P
の
登
場
な
の
だ
。
三
沢

市
は
基
地
行
政
の
基
本
を
「
基
地
と
の
共
存
共
栄
」

を
図
る
こ
と
と
公
言
し
、
「
基
地
公
害
」
の
見
返
り

に
銭
を
引
き
出
す
こ
と
で
街
の
「
発
展
」
を
は
か
る

「
基
地
の
街
」
と
し
て
、
戦
後
の
人
ロ
一
万
の
寒
村

か
ら
四
万
人
の
市
に
な
っ
た
。
戦
後
の
人
口
増
の
す

べ
て
は
基
地
関
連
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
市
の
経
済
も
政
治
も
、
文
化
も
「
基
地
依

存
」
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

四
万
人
の
中
に
は
空
自
三
千
人
、
家
族
四
千
人
の

七
千
人
が
自
衛
隊
関
係
で
あ
り
、
他
に
米
軍
人
六
千

人
、
家
族
六
千
人
の
一
万
二
千
人
の
外
国
人
が
住
む

「
国
際
都
市
」
。
就
任
一
年
半
の
自
民
党
・
鈴
木
市

長
の
市
政
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
が
「
安
ら
ぎ
と
潤

い
の
あ
る
国
際
色
豊
か
な
文
化
都
市
」
の
建
設
だ
。

「
安
ら
ぎ
と
潤
い
」
を
求
め
た
い
気
持
ち
は
わ
か
る

が
、
現
実
は
ま
す
ま
す
遠
の
く
の
み
で
あ
る
。

「
N
L
P
は
市
と
し
て
も
絶
対
反
対
。
何
が
何
で

も
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
、
市
長
も
議
会
で

プ
チ
あ
げ
た
。
基
地
周
辺
の
二
十
町
内
会
で
組
緻
す

る
三
沢
基
地
進
入
表
面
下
町
内
会
連
合
会
は
九
月
二

十
四
日
に
十
一
年
ぶ
り
の
集
会
を
計
画
し
、

N
L
P

の
絶
対
反
対
を
決
議
す
る
予
定
だ
。
し
か
し
、
基
地

WP 
8TFW-
， -__,,, 
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一昨年夏、 F16祀備完了後は三沢基地の機能は一変した．
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叩行発日

。
2
 
月

，
 

年

9
月
1
2
日
、
8
9
年
版
の
「
防
衛
白
書
」
が
閣
議
了

，
 

8
 
19

承
さ
れ
た
。
日
本
の
「
防
衛
白
書
」
は
7
6
年
以
来
毎

行発
年
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
諸
外
国
で
公
表

日2
0
さ
れ
る
も
の
と
違
う
の
は
、
こ
れ
が
最
も
肝
心
な
点

同
Iー
を
ほ
か
し
て
い
る
こ
と
だ
。
肝
心
な
点
と
は
言
う
ま

月毎
で
も
な
く
、
日
本
は
ど
こ
の
国
を
敵
と
し
て
、
具
体

即
的
に
ど
の
よ
う
な
戦
争
の
準
備
を
し
て
い
る
の
か
と

畔
い
う
こ
と
だ
。

田
「
仮
想
敵
」
は
作
ら
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
極
東

三第
ソ
連
軍
と
の
全
面
対
決
を
想
定
し
た
「

P
A
C
E
X

日1
8
8
9
」
に
参
加
し
、
「
必
要
最
小
限
度
の
防
衛
力
」
と

月6
い
い
な
が
ら
世
界
第
三
位
の
軍
事
費
を
支
出
す
る
よ

98

う
な
本
音
と
建
前
の
乖
離
が
、
近
年
ま
す
ま
す
際
だ
っ

碑言
て
き
た
こ
と
が
そ
の
記
述
を
以
前
に
も
増
し
て
信
用

通ク
の
置
け
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
コ
ラ

ホ
ム
で
も
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
世
界
は
「
冷
戦
構
造

ト
の
解
体
」
へ
向
け
て
大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
。
そ
の

マ刊
中
で
の
急
速
な
日
本
の
軍
備
拡
大
で
あ
る
。
防
衛
庁

反月

の
唯
一
の
体
系
的
な
？
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
文
書
で
あ
る

）
 
（
「
防
衛
白
書
」
の
役
割
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
大
き
か
っ

[
(
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切りっと
第J¥

問
題
で
の
唯
一
の
住
民
組
織
と
も
い
え
る
こ
の
連
合

会
は
未
だ
官
製
の
域
を
脱
し
き
れ
ず
、
市
基
地
対
策

課
が
事
実
上
の
事
務
局
を
担
う
形
に
な
っ
て
い
る
事

か
ら
、
行
政
の
物
取
り
闘
争
に
結
果
的
に
利
用
さ
れ

る
組
織
で
し
か
な
い
の
が
現
実
。
我
々
と
し
て
は
当

面
こ
の
組
織
の
下
か
ら
の
再
編
と
強
化
が
重
要
な
課

題
と
考
え
て
い
は
い
る
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
自
前
の

II

た
た
か
う
組
紐
グ
の
旗
上
げ
が
必
要
だ
ろ
う
。

市
議
会
二
十
六
名
中
、
自
民
党
公
認
で
二
十
三
を

し
め
、
残
る
三
名
を
社
、
共
、
公
各
一
名
で
分
け
あ

う
と
い
う
圧
倒
的
保
守
基
盤
の
中
に
も
新
た
な
風
が

吹
き
始
め
た
。
今
回
の
参
院
選
青
森
選
挙
区
で
は
反

i

資，ヽ
A

潟
5

，心

鼻
i
:
,
;
'
i

l
 

八
四
・
六
・
十

社
会
党
、
県
評
が
主
催
し
た
F
1
6
反
対
集
会
と

デ
モ
。
年
に
一
度
位
は
ゲ
ー
ト
前
で
こ
ん
な
光
景

も
み
ら
れ
る
の
だ
が
：
・

●
ニ
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
●

あ
る
長
崎
県
知
事
に
た
い
し
て
、
非
核
証
明
書
の
提

出
を
在
日
米
国
公
館
か
ら
提
出
さ
せ
る
「
神
戸
方
式
」

を
採
用
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

ま
た
、
市
長
は
デ
イ
ビ
ス
号
の
艦
長
か
ら
の
表
敬

訪
問
を
「
核
を
積
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
間
き
、
市

民
の
感
情
を
説
明
す
る
」
（
九
月
十
六
日
「
朝
日
」
）

た
め
に
受
け
入
れ
た
が
、
平
和
公
園
で
の
献
花
へ
の

同
行
は
拒
否
し
た
。•• 

だ
が
、
ア
メ
リ
カ
は
「
非
核
証
明
提
出
」
の
要
求

を
無
視
し
、
県
も
受
け
入
れ
の
方
針
を
変
え
な
か
っ

た
。
入
港
の
朝
、
長
埼
港
で
は
、
被
爆
者
、
市
民
、

労
働
者
三
0
0
人
が
抗
議
行
動
。
翌
十
六
日
、
艦
長

ら
が
献
花
の
た
め
お
と
ず
れ
た
平
和
公
園
で
も
被
爆

者
ら
が
座
り
込
み
、
長
埼
原
爆
被
災
者
協
議
会
の
山

口
仙
二
会
長
ら
は
花
輪
を
踏
み
つ
け
て
抗
議
し
た
d

「
『
こ
こ
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が
熱
線
で
焼
き
殺
さ

「
説
得
力
」

核
燃
を
か
か
げ
た
農
民
代
表
の
三
上
隆
雄
氏
が
社
会

党
の
推
薦
を
受
け
、
保
守
二
候
補
と
の
事
実
上
の
三

覇
戦
に
圧
勝
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
三
沢
で
も
ト
ッ
プ

の
得
票
を
得
る
と
い
う
II

椿
事
Il
が
発
生
し
た
。
自

民
党
や
行
政
の
い
い
な
り
に
な
ら
な
い
層
が
、
と
り

わ
け
農
村
部
の
若
手
を
中
心
に
着
実
に
生
ま
れ
て
き

て
い
る
証
明
だ
ろ
う
。

反
核
燃
闘
争
の
中
で
改
め
て
「
三
沢
某
地
」
の
存

在
に
突
き
当
た
り
、
と
ら
え
返
す
市
民
も
多
く
な
っ

欠
く
新
防
衛
白
書

全
国
王
闘
罹
報
ロ
ー
]
}
、
ル
1

ぷ
ー
タ
ー

貰
泳
薙
・
｝
匡
ご
・
思
蔀
・
m

)

た

は

ず

だ

。

・

し
か
し
お
役
所
仕
事
に
そ
れ
ほ
ど
劇
的
な
変
化
を

期
待
す
る
ほ
う
が
無
理
な
の
か
、
今
年
の
「
白
書
」

の
「
目
玉
」
は
「
初
め
て
日
本
周
辺
の
極
東
ソ
連
軍

の
配
備
状
況
を
具
体
的
に
示
し
た
地
図
」
を
「
掲
載

に
踏
み
切
っ
た
」
こ
と
だ
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
日

の
夕
刊
各
紙
に
仰
々
し
く
乗
せ
ら
れ
た
こ
の
地
図
は
、

そ
の
正
確
さ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
も
っ
と
詳
し
い

も
の
が
民
間
で
も
流
布
し
て
い
る
程
度
の
代
物
な
の

で
あ
る
。
こ
の
程
度
の
も
の
を
こ
れ
ま
で
「
伏
せ
て
」

い
た
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ソ
連
の
脅
威
を
国
民
に
説

得
で
き
る
と
考
え
る
あ
た
り
、
い
か
に
防
衛
庁
が
国

民
を
ナ
メ
て
い
る
か
解
る
。

し
か
し
「
国
際
安
全
保
障
環
境
に
み
ら
れ
る
変
化

に
対
応
し
て
、
防
衛
支
出
の
削
減
を
求
め
る
圧
力
は

全
く
見
ら
れ
な
い
」
（
「
戦
略
概
観
8
8
9
8
9
」
)
と

タ
カ
派
の
英
国
際
戦
略
研
究
所
に
皮
肉
ら
れ
る
ほ
ど

に
軍
事
費
の
聖
域
化
が
進
ん
で
い
る
日
本
に
あ
っ
て

も
、
防
衛
庁
は
楽
観
し
て
は
い
な
い
。
日
本
の
よ
う

に
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
に
全
面
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て

ー
追
い
誌
め
ら
れ
た
圃
位

0
論

理

ー

阿

て
い
る
。
市
の
総
面
積
の
約
五
分
の
一
を
占
め
、
今

や
完
全
に
北
の
要
塞
化
し
、
巨
大
化
し
た
基
地
の
撤

去
へ
向
け
た
闘
い
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
は
十
分
承

知
の
上
で
、
そ
れ
で
も
な
お
自
民
党
市
長
を
し
て

「
こ
れ
以
上
の
基
地
強
化
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い

わ
せ
る
程
の
「
基
地
の
街
」
に
対
し
、
「
こ
の
ま
ま

で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
感
じ
始
め
た
市
民
の

広
が
り
を
大
事
に
す
る
こ
と
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
す
る

し

か

な

い

だ

ろ

う

。

●

●

れ
た
。
核
兵
器
を
積
ん
で
き
て
献
花
し
に
く
る
と
は

何
事
か
遺
族
は
泣
い
て
い
る
。
こ
の
花
輪
を
路
み

付
け
て
や
る
』
と
言
い
、
後
は
言
葉
が
で
な
い
：
．
」

（
九
月
十
七
日
「
長
崎
新
聞
」
）
。

•• 
細
川
さ
ん
は
「
艦
長
ら
に
は
『
平
和
公
園
に
入
る

な
』
と
言
っ
て
欲
し
か
っ
た
が
、
市
長
は
楕
一
杯
が

ん
ば
っ
た
。
前
回
（
八
六
、
七
年
）
米
軍
艦
を
受
け

入
れ
た
時
か
ら
、
昨
年
の
『
天
皇
の
戦
争
責
任
発
言
』

、
そ
し
て
今
回
。
市
長
は
変
わ
っ
た
し
強
く
な
っ
た
」

と
市
長
の
姿
勢
を
評
価
す
る
。
今
後
、
非
核
三
原
則

を
め
ぐ
る
攻
防
は
各
地
で
自
治
体
を
当
事
者
と
し
な

が
ら
激
し
さ
を
増
す
だ
ろ
う
。
「
市
民
の
非
核
世
論

を
し
っ
か
り
作
る
た
め
の
日
常
的
な
活
動
を
強
め
て

い
く
。
こ
れ
に
尽
き
る
」
（
細
川
さ
ん
）
。
そ
う
、

長
崎
で
も
、
ど
こ
の
町
で
も
・
・
・
。
（
絹
集
部
）

い
る
国
で
は
本
物
の
デ
タ
ン
ト
は
直
ち
に
自
衛
隊
の

存
在
意
義
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
だ
か
ら

今
年
の
「
防
衛
白
書
」
で
は
防
衛
庁
幹
部
に
よ
る
と

¥
「
デ
タ
ン
ト
の
風
潮
に
た
い
し
て
実
態
は
そ
う
で
は

な
い
、
こ
と
を
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
」
（
朝
日

9
.
1
2
タ
）
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
漠
然
と
「
脅
威
」
を
煽
り
、
一
般
論

て
日
本
の
「
防
衛
」
を
語
っ
て
き
た
「
防
衛
白
書
」

も
そ
ろ
そ
ろ
具
体
的
な
論
点
に
踏
み
込
ま
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

国
際
的
な
緊
張
緩
和
と
い
う
防
衛
庁
・
自
衛
隊
に

と
っ
て
の
「
脅
威
」
に
加
え
て
も
う
一
っ
今
度
は
国

内
的
な
「
晉
威
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
今
秋
に
も
あ

り
う
る
衆
議
院
で
の
自
民
党
敗
北
、
連
合
政
権
の
誕

生
の
可
能
性
だ
。

9
月
1
0
日
社
会
党
は
連
合
政
権
に

向
け
た
新
政
策
（
「
土
井
ピ
ジ
ョ
ン
」
）
を
発
表
し
、

そ
の
中
で
非
核
三
原
則
の
厳
守
、
日
米
共
同
作
戦
の

中
止
な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
え

ば
こ
の
政
策
は
7
8
年
の
「
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
以

来
の
安
保
条
約
か
ら
の
「
逸
脱
」
を
元
に
戻
す
以
上

の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
自
衛
隊
に
と
っ
て

は
大
き
な
プ
レ
ー
キ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

国
際
的
・
国
内
的
な
急
速
な
政
治
的
変
化
が
日
本

の
歴
史
で
初
め
て
具
体
的
な
「
安
全
保
障
政
策
」
を

論
じ
る
チ
ャ
ン
ス
を
国
民
に
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

果
た
し
て
私
達
に
そ
の
準
備
は
で
き
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
（

9

．18記）
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2
時 横

横
須
賀

午
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4
時

◆パンフレット紹介

疇 は今
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II
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級
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.
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)

 

(

9

.

7

)

 

(

9

.

9

)

 

8
9
.
8
.
1
6
S
9
.
1
8
 

（
原
子
力
潜
水
艦
パ
ー
ミ
ッ
ト
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
）

ギ
ク
ー
ロ

(

S

級
）

横
須
賀
に
入
港

シ
カ
ゴ
(

L

級

）

正

午

に
入
港

ギ
タ
ー
ロ

(

S

級

）

午

後

2
時

横
須
賀
を
出
港

シ
カ
ゴ
(

L

級

）

午

後

4
時

須
賀
を
出
港

ポ
ー
ツ
マ
ス
(

L

級
）

20分
横
須
賀
に
入
港

「
燈
台
も
と
暗
し
、
と
は
こ
の
こ
と
で
す
，
市
実

碁
地
の
街
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
忌

識
し
な
い
で
い
ま
し
た
ぐ
と
い
う
か
、
生
れ
た
と

き
か
ら
そ
れ
か
あ
り
ま
し
た
の
で
、
空
気
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
存
在
に
気
づ
き
は
じ

め
て
も
重
大
な
間
傾
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
を

お
さ
え
つ
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
、
こ
の
街
に
は

あ
る
ん
で
す
ぐ
は
ん
と
う
に
は
ず
か
し
い
こ
と
で

す
。
」

こ
れ
は
現
地
舞
鶴
か
ら
参
加
さ
れ
た
若
い
労
働
者

た
ち
か
ら
何
度
も
間
い
た
話
で
あ
る
。
僕
は
、
二
日

間
の
舞
鶴
行
動
の
中
で
、
彼
ら
の
こ
の
率
直
な
言
葉

に
最
も
衝
撃
を
う
け
た
の
だ
。
軍
事
基
地
を
空
気
の

入
港
情
報

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
⑭

や
よ
り

ポ
ー
ツ
マ
ス
(

L

級）

横
須
賀
を
出
港

ポ
ー
ツ
マ
ス
(

L

級）

30分
横
須
賀
に
入
港

*
1
9
8
9年
9
月
18
日
現
在
で
各
港
へ
の
原
子
力

艦
の
入
港
回
数
は

横
須
賀
魯
保
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

計

21回
（
う
ち
原
潜

21回）

2
回
（
う
ち
原
潜

2
回）

3
回
（
う
ち
原
潜

3
回）

26回
（
う
ち
原
潜

26回）

原
潜
豆
知
識
①

下
の
表
は
、
毎
回
日
本
に
は
い
っ
て
く
る
原
潜
の

性
能
の
一
覧
表
で
す
。
ト
マ
ホ
ー
ク
原
潜
が
入
港
の

た
び
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
、
パ
ー
ミ
ッ
ト
級
な
ど

と
表
記
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
性

能
を
持
っ
た
原
潜
な
の
か
を
示
し
た
表
で
す
。
こ
の

よ
う
な
性
能
を
持
っ
た
原
潜
が
日
本
の
周
り
を
ウ
ロ

ウ
ロ
し
、
港
に
も
入
っ
て
来
る
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
見
て
い
た
だ
け
る
と
「
あ
れ
」
と
思
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
原
潜
は
水
中
の
方
が
水

上
よ
り
速
く
走
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
風
波
の

あ
る
外
洋
で
は
造
波
抵
抗
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
、

30
ノ
ッ
ト
（
時
速
約
5
5
.
5
k
m
)
の
連
続
走
行
は
容

易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
水
中
の
方
が
水
上
を
走
る

よ
り
も
速
い
、
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
水
上
速
力
が

20
ノ
ッ
ト
以
上
で
、
水
中
速

力
が

30
ノ
ッ
ト
以
上
と
な
る
の
で
す
。

よ
う
に
日
常
化
さ
せ
て
し
ま
い
、
い
よ
い
よ
核
兵
器

ま
で
持
ち
込
も
う
と
す
る
敵
の
巧
妙
な
宣
伝
力
に
広

き
怒
り
、
少
な
く
と
も
今
は
、
そ
れ
に
見
事
に
屈
服

さ
せ
ら
れ
て
い
る
自
分
を
含
め
た
民
衆
勢
力
の
弱
さ

か
く
や
し
い
。
間
き
の
が
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
舞

鶴
の
人
々
の
夢
を
ど
う
し
て
も
間
い
て
み
た
い
。
そ

ん
な
複
雑
な
思
い
を
い
だ
き
な
が
ら
舞
鶴
を
あ
と
に

し
た
。舞
鶴
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
こ
の
厳
し
く
困
難
な

状
況
を
乗
り
越
え
、
将
来
、
基
地
の
な
い
街
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
平
和
で
夢
の
あ
る
海
が
き
っ
と
訪
れ

る
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
の
現
実
を
打
ち
破
る
新
し
い

行
動
を
お
こ
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
僕
た
ち
も
京
都
の
地
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、
必
ず
勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
そ

う
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
っ
て
、
人
殺
し
を
す
る
軍
隊

が
海
や
街
を
踏
み
に
じ
り
、
目
の
前
に
核
ミ
サ
イ
ル

が
せ
ま
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
人
々
が
立
ち
上

が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

今
回
の
舞
鶴
行
動
呼
び
か
け
人
の
一
人
、
地
元
で

反
碁
地
反
戦
行
動
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
蒲
田
さ
ん
が

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
．

●
田
修
（
京
都
・
反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議
）

防衛ハンドプック (19 8 9年版）より
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七
月
二
十
日
か
ら
二
七
日
ま
で
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
（
以
下
共
和
国
と
記
す
）
で
「
朝
鮮
半

島
の
平
和
と
統
一
の
た
め
の
国
際
平
和
大
行
進
」
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
行
進
は
在
米
韓
国
人
団
体
が

中
心
と
な
っ
て
世
界
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
、
朝
鮮

ベ

ク

ト

ゥ

ハ

ル

ラ

の
北
端
白
頭
山
と
南
端
韓
翠
山
か
ら
同
時
に
出
発
し

て
板
門
店
に
向
か
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
南
の
地
韓

国
で
は
当
局
に
よ
っ
て
実
力
で
阻
止
さ
れ
た
。

民
衆
の
手
で
朝
鮮
の
平
和
的
統
一
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
こ
の
行
進
に
、
第
三
世
界
を
は
じ
め
世
界
五

大
陸
三
五
ヶ
国
・
地
域
が
次
々
に
代
表
団
を
結
成
す

る
な
か
で
、
日
本
で
は
七
月
に
入
っ
て
も
団
結
成
の

動
き
が
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
私
た
ち
（
吉
田
満

智
子
、
足
立
）
は
、
急
き
ょ
私
た
ち
の
会
の
派
遣
と

い
う
形
で
遅
れ
ば
せ
の
参
加
を
申
し
出
た
。
た
っ
た

―
一
人
の
日
本
代
表
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
手
続
き
や
飛
行
機
の
遅
れ
、

さ
ら
に
北
京
で
の
ヴ
ィ
ザ
取
得
に
二
泊
を
要
し
た
こ

あ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
共
和
国
の
概
観
す
ら
伝

わ
っ
て
こ
な
い
。
共
和
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
直
接

見
間
き
す
る
に
つ
れ
、
私
た
ち
に
日
常
入
っ
て
く
る

共
和
国
に
関
す
る
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
い
か
に
少
な
く
、

さ
ら
に
一
面
的
で
あ
る
か
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。平

和
大
行
進
は
、
三
五
ケ
国
・
地
域
七
0
余
名
の

外
国
代
表
団
の
ほ
か
在
外
朝
鮮
人
（
日
＇
米
・
中
・

ソ
・
カ
ナ
ダ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
百
二

0
名
な
ど
総
勢

四
0

0
人
で
、
白
頭
山
を
出
発
し
た
あ
と
い
た
る
所

で
数
十
万
の
民
衆
の
歓
迎
の
嵐
に
つ
つ
ま
れ
た
。
サ

リ
オ
ン
、
シ
ン
チ
ョ
ン
（
朝
鮮
戦
争
で
米
軍
に
よ
り

住
民
三
万
五
千
人
が
虐
殺
さ
れ
た
街
）
、
ケ
ソ
ン

（
離
散
家
族
が
多
い
）
と
行
進
が
南
下
す
る
に
つ
れ
、

歓
迎
の
熱
気
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

行
進
に
は
朝
鮮
戦
争
に
国
連
軍
と
し
て
参
戦
し
た

一
六
ヶ
国
の
代
表
が
す
べ
て
そ
ろ
い
、
板
門
店
に
到

着
後
共
同
声
明
を
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
朝
鮮
人

民
に
対
す
る
謝
罪
と
と
も
に
統
一
の
た
め
に
肥
う
こ

と
を
宣
言
し
、
米
軍
と
核
兵
器
の
撤
去
を
要
求
す
る

も
の
で
あ
っ
た

三
0
日
、
私
た
ち
は
よ
う
や
く
の
思
い
で
板
門
店

に
入
れ
た
：
。
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
か
ら
一
九
0
キ
ロ
、
軍

．
 

足
立
修
行

．
 

ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会

と
な
ど
で
、
私
た
ち
が
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
入
れ
た
の
は

七
月
二
七
日
で
あ
っ
た
。
せ
め
て
行
進
の
板
門
店
到

行
に
だ
け
で
も
間
に
合
い
た
い
と
い
う
私
た
ち
の
願

い
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
空
路
に
し
て
一
一
時
間
の
ピ

ョ
ン
ヤ
ン
に
数
日
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
現
実
に
、
日

本
の
い
び
つ
な
朝
鮮
政
策
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
の
分
断
の
お
お
も
と
を
作
っ
た
の
は
、
日
本

の
一
二
六
年
間
に
お
よ
ぶ
優
略
支
配
で
あ
る
。
「
東
亜

の
解
放
」
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
」
と
い
う
身
が

っ
て
な
論
理
で
、
他
国
に
土
足
で
踏
み
込
み
暴
虐
の

か
ぎ
り
を
尽
く
し
た
。
そ
の
日
本
は
、
敗
戦
後
、
大

国
の
支
配
権
争
い
が
生
み
出
し
た
朝
鮮
戦
争
を
「
天

佑
神
助
」
と
喝
采
し
て
軍
需
最
気
で
復
興
の
足
が
か

り
を
つ
か
み
、
分
断
後
も
米
戦
略
に
く
み
し
て
米
日

韓
の
ゆ
が
ん
だ
体
制
を
支
え
、
朝
鮮
の
統
一
を
妨
げ

つ
づ
け
て
き
た
。

ゞ
？

，ヤぶ

、

デ

§
3
 

S
l
,
f
む
叶
‘."9・[

事
境
界
線
の
北
側
に
建
つ
統
一
閣
で
南
の
全
大
協
代

表
林
秀
卿
さ
ん
と
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
具
現
全
国
司
祭

ム
ン
キ
ュ
ヒ
ョ
ン

団
代
表
文
奎
絃
神
父
た
ち
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

板
門
店
通
過
の
要
求
を
拒
否
さ
れ
、
抗
議
の
ハ
ン
ス

ト
に
入
っ
て
四
日
目
に
な
っ
て
い
た
。
外
国
代
表
十

名
や
在
外
朝
鮮
青
年
学
生
な
ど
支
援
を
含
め
て
約
七

十
名
の
ハ
ン
ス
ト
団
だ
っ
た
。
全
員
が
私
た
ち
の
到

着
を
喜
ん
で
く
れ
た
。
分
断
に
最
も
重
い
責
任
を
負

う
日
本
か
ら
た
っ
た
ふ
た
り
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
私

た
ち
は
、
闘
を
つ
か
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

林
さ
ん
は
生
命
を
賭
け
て
北
の
地
に
や
っ
て
き
た
。

民
衆
に
よ
る
統
一
へ
の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
切
り
ひ

平
壌
—
板
門
店
訪
問
記

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
到
着
し
た
私
た
ち
は
、
二
八
日
午

後
板
門
店
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
外
国
代
表
団

と
合
流
す
る
こ
と
か
で
き
た
。
そ
の
夜
開
か
れ
た
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
代
表
団
や
在
外
朝
鮮
人
の
ほ
か

共
和
国
か
ら
も
多
数
出
席
し
、
会
が
進
む
に
つ
れ
て

堰
を
切
っ
た
よ
う
に
あ
が
り
は
じ
め
た
「
チ
ョ
ソ
ヌ

ン
ハ
ナ
ダ
」
「

K
O
R
E
A
I
S
O
N
E
」
の

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
、
た
ち
ま
ち
全
体
に
広
が
り

会
場
は
熟
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。

イ
ム
ス
キ
m
ン

私
た
ち
は
す
ぐ
に
も
林
秀
郷
さ
ん
の
い
る
板
門
店

に
向
か
い
た
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
手
続

き
が
必
要
で
あ
り
、
林
さ
ん
の
通
過
要
求
で
軍
事
緊

張
の
さ
な
か
に
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
対
外
文
化
協

会
の
孫
さ
ん
と
さ
ん
が
と
っ
て
く
れ
た
手
続
き
の

許
可
が
お
り
る
の
を
、
い
た
た
ま
れ
ぬ
思
い
で
待
っ

し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
間
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
内
を
見
て
ま
わ
る
機
会

を
得
、
ま
た
平
和
行
進
の
詳
し
い
も
よ
う
を
教
え
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
は
、
水
と
緑
の
あ
ふ
れ
る
整
然
と
し

テ
ト
ン
グ
ァ
ン
ポ
ト
ン
ク
？
ノ

た
街
だ
っ
た
。
大
同
江
と
普
通
江
が
ゆ
っ
た
り
流
れ
、

い
た
る
所
に
木
々
が
茂
っ
て
い
た
。
住
宅
は
ほ
と
ん

ど
高
層
で
、
郊
外
の
光
復
通
り
に
は
こ
こ
二
年
ほ
ど

で
建
て
ら
れ
た
と
い
う
二

0

1
四
0
階
の
ア
パ
ー
ト

が
群
立
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
高
層
住
宅
に
は
、
一

階
に
店
が
並
ん
で
お
り
、
生
活
必
需
品
が
す
べ
て
そ

ろ
っ
て
い
る
と
い
う
。
街
ゆ
く
人
た
ち
の
穏
や
か
で

や
さ
し
い
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。
日
本
は
隣
国
で

ら
く
歴
史
的
役
割
を
自
ら
に
課
し
た
彼
女
の
行
動
は
、

南
当
局
の
言
う
「
英
雄
主
義
」
で
も
「
冒
険
主
義
」

で
も
な
く
、
人
間
と
し
て
の
高
い
勇
気
に
支
え
ら
れ

て
い
る
。
「
北
も
南
も
私
の
祖
国
、
そ
こ
を
歩
い
て
帰
る
の

が
な
ぜ
罪
な
の
か
」
。
彼
女
の
悲
痛
な
訴
え
が
冷
然

と
圧
殺
さ
れ
る
現
実
、
こ
の
現
実
を
作
り
出
し
支
え

て
い
る
の
が
私
た
ち
の
日
本
で
あ
る
。
「
朝
鮮
の
統

一
に
日
本
は
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る
。
そ
の
た
め

の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
」
。
彼
女
は
私
た
ち
に
そ
う

伝
え
た
。

私
た
ち
が
朝
鮮
民
衆
と
連
帯
す
る
と
は
、
統
一
を

阻
害
す
る
日
本
の
あ
り
方
1
1

安
保
国
家
日
本
を
つ
き

崩
す
闘
い
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
。

八
月
十
五
日
、
林
さ
ん
と
文
神
父
は
板
門
店
を
通

過
し
、
現
在
国
家
保
安
法
で
拘
留
さ
れ
て
い
る
。
抗

議
と
釈
放
要
請
を
韓
国
政
府
に
集
中
す
る
こ
と
を
訴

え
て
、
こ
の
報
告
を
終
わ
り
た
い
。
。

[
抗
議
先
]

〒
1

0
六
東
京
都
港
区
南
麻
布
一
ー
ニ
ー
五

韓
国
大
使
館
気
付

ノ
テ
ウ
慮
泰
愚
大
統
領
あ
て

T
E
L
o
三
（
四
五
二
）
七
六
―
―
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訳
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典
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）
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ー↓
占
丁
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
基
地
に

』

臓

マ

ロ

3
U
ハ

ホ
国

i

i

イ

ン

グ

レ

ス

外

相

代

行

が

言

明

『
フ
ィ
リ
ヒ
ン
，
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
ラ
ー
』
一
九
八
九
•
六
・
一
四

匹
9

ー

―-
1
 韮

Kレ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ
ン
ク
レ
ス
外
項
竺
勺
ぱ
六
月
一
三
ヨ
、
同
国
の
禾
軍
基
地
に
咳
弾
頭
が

直
・
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
と
言
明
し
た
が
、
同
峙
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
そ
れ
を
検
証
す
る
技
術
を

月

寺

た

な

い

こ

と

を

認

め

た

。

6,・,'・
キ

瞬

，
 

ー

イ
ン
グ
レ
ス
外
相
代
行
が
外
交
関
係
の
記
者
団
に

語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
わ
が
国
に
核
兵
器
が

存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
双
方
が

互
い
に
敵
か
ら
ね
ら
わ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る

の
は
、
明
ら
か
な
こ
と
だ
」
と
い
う
。
マ
ン
グ
ラ
プ

ス
外
相
が
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
否
定
も
肯
定
も
し
な

い
で
い
る
問
題
に
対
し
て
、
政
府
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
外
務
官
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
核
兵
器
の
存

在
を
認
め
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
。

一
方
ア
キ
ノ
大
統
領
は
、
「
わ
が
国
政
府
へ
の
通

告
と
そ
の
許
可
が
な
け
れ
ば
国
内
の
基
地
に
核
兵
器

を
貯
蔵
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ア
メ
リ
カ
間
の
軍
事
基
地
協
定
に
つ
い
て
、
優
犯
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
ラ
モ
ス
国
防
相
に
訓
査
す
る
よ
う

ン
教
授
が
そ
の
著
書
で
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
ア
メ
リ

カ
の
秘
密
の
『
神
経
中
枢
』
が
あ
る
」
と
書
い
て
い

る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
だ
と
、
イ
ン
グ
レ
ス
外
相

代
行
は
語
っ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
領
土
に
核
兵
器
を
貯
蔵
・
設
置
す
る

こ
と
は
悪
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
核
兵

器
を
搭
載
し
た
ア
メ
リ
カ
の
艦
船
の
一
時
寄
港
を
含

ま
な
い
。
オ
ル
ド
ニ
ェ
ズ
法
相
に
よ
る
と
、
こ
の
措

置
は
大
統
領
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
た
め
と
い
う
。

昨
年
十
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
シ
ュ
ル
ツ
米
国
務
長

官
と
マ
ン
グ
ラ
プ
ス
外
相
に
よ
っ
て
調
印
さ
れ
た
基

地
協
定
規
約
に
基
づ
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
こ
の
禁
令

を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が

ア
メ
リ
カ
の
核
弾
頭
を
検
証
で
き
な
い
こ
と
は
、
基

地
協
定
規
約
の
履
行
に
対
す
る
怠
慢
で
は
な
い
か
と

の
意
見
に
、
イ
ン
グ
レ
ス
外
相
代
行
は
、
国
際
法
の

原
則
で
は
「
あ
る
協
定
に
対
し
て
は
信
頼
に
基
づ
い

て
行
動
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

命
じ
る
つ
も
り
だ
」
と
述
べ
た
。
ロ
イ
タ
ー
が
伝
え

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ア
キ
ノ
大
統
領
は
、
「
ア
メ

リ
カ
は
我
々
に
許
可
を
求
め
通
告
す
べ
き
だ
が
、
今

の
と
こ
ろ
我
々
は
何
の
通
告
も
受
け
て
い
な
い
」
と

語
っ
た
と
い
う
¢

先
の
イ
ン
グ
レ
ス
外
相
代
行
の
言
明
は
、
ア
メ
リ

カ
以
外
で
の
最
大
の
軍
事
基
地
で
あ
り
核
兵
器
が
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
ク
ラ
ー
ク
米
空
軍
基
地

と
ス
ー
ビ
ッ
ク
米
海
軍
基
地
に
、
ソ
連
の
大
陸
間
弾

道
弾
が
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
に
続
い
て
な

さ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
メ
ン
コ
ー
ル
・
モ
ス
ク
ワ
大

使
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
ラ
ウ
レ
ル
副
大
統

領
も
そ
の
内
容
を
柊
め
て
い
る
と
イ
ン
グ
レ
ス
外
相

代
行
は
言
明
し
て
い
る
◇
ソ
連
の
軍
事
筋
は
、
ア
メ

（
三
ペ
ー
ジ
中
段
か
ら
）
者
会
見
し
、
非
難
声
明
を

発
表
し
た
。
こ
れ
を
報
じ
た
U
P
I
の
記
事
は
米
太

平
洋
軍
司
令
部
の
ト
ム
・
ボ
イ
ド
陸
軍
中
佐
の
次
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
と
っ
て
い
る
。

「
P
A
C
E
X
は
八
十
か
ら
百
の
定
期
的
な
演
習

を
結
合
す
る
指
揮
・
管
制
上
の
努
力
で
あ
る
。
演
習

に
は
約
八
万
の
陸
軍
、
海
軍
、
海
兵
隊
、
空
軍
お
よ

び
い
く
つ
か
の
国
防
部
隊
が
参
加
す
る
。

P
A
C
E

X
は
「
太
平
洋
運
動
」
が
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
太
平
洋
軍
司
令
部
が
す
で
に
毎
年
行
っ

て
い
る
ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
た
複
数
の
演
習
を
よ
り
効

果
的
に
運
用
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
演
習
は
：
よ

り
広
範
囲
か
つ
包
括
的
な
」
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
限
定
的
な
紛
争
に
対
応
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ナ
リ
オ
に
従
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
シ
ナ
リ
オ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
明
ら
か

に
で
き
な
い
」
。

米
国
お
よ
び
参
加
各
国
軍
の
コ
メ
ン
ト
は
、
こ
の

よ
う
に
P
A
C
E
X
が
「
従
来
か
ら
の
演
習
を
繋
ぎ

合
わ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
強
訓

し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
世
界
的
な
緊
張
緩
和

の
な
が
れ
に
に
逆
ら
う
挑
発
的
演
習
へ
の
国
際
的
な

批
判
を
そ
ら
す
と
同
時
に
、
演
習
参
加
国
の
「
目
玉
」

で
あ
る
日
本
の
「
集
団
自
衛
権
」
を
否
定
し
た
悪
法

と
の
辻
襖
あ
わ
せ
を
狙
っ
た
言
葉
の
ト
リ
ッ
ク
に
す

ぎ
な
い
。

P
A
C
E
X
の
危
険
き
わ
ま
り
な
い
本
質

は
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

リ
カ
が
目
標
を
変
え
る
な
ら
自
分
た
ち
も
そ
う
す
る

用
意
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
メ
ン
コ
ー
ル
大
使

の
報
告
は
、
ラ
ウ
レ
ル
副
大
統
領
と
ソ
連
当
局
の
間

で
覚
え
書
の
交
換
が
あ
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
報
告
書
の
印
刷
と
同
時
に
ア
キ
ノ
大
統
領
と

国
防
相
に
付
託
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
イ
ン
グ
レ
ス
外

相
代
行
は
語
っ
た
。

し
か
し
ア
キ
ノ
大
統
領
は
、
こ
の
報
告
書
に
つ
い

て
モ
ス
ク
ワ
に
説
明
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
マ
ン
グ
ラ
プ
ス
外
相
が
七
月
に
ソ
連
の
シ
ュ

ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
と
の
懇
談
の
た
め
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ

る
際
、
こ
の
こ
と
を
取
上
げ
る
よ
う
指
示
す
る
つ
も

り
だ
と
述
べ
た
。

イ
ン
グ
レ
ス
外
相
代
行
は
ま
た
、
ソ
連
の
ミ
サ
イ

ル
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
基
地
を
ね
ら
っ
て
い
る
の

を
外
務
省
が
知
っ
た
の
は
初
め
て
で
は
な
い
と
し
、

「
こ
れ
は
な
ん
ら
新
し
い
事
実
で
は
な
い
」
と
付
け

加
え
た
。
一
九
八
三
年
に
イ
ン
グ
レ
ス
外
相
代
行
は

約
一

0
0
基
の
ソ
連

s
sミ
サ
イ
ル
が
ア
ジ
ア
地
域

の
目
標
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
シ
ュ
ル
ツ
米

国
務
長
官
と
米
太
平
洋
軍
指
令
官
が
認
め
た
と
語
っ

て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
一
九
八
五
年
に

｛
戦
略
的
軍
拡
政
策
研
究
」
と
題
す
る
報
告
書
を
出

し
た
が
、
そ
の
中
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
今
後
ア
メ
リ

力
か
三
二
の
機
雷
、
八
0
の
海
洋
核
、
一
―
五
の
核

兵
器
を
配
備
す
る
八
つ
の
国
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
報
告
書
は
、
ロ
ラ
ン
ド
・
シ
ン
プ
ラ

•• 
日
本
は
ど
の
よ
う
に
参
加
す
る
の
か
。

陸
上
自
衛
隊
は
十
月
六
日
か
ら
十
一
日
に
海
兵
隊

と
、
十
六
日
か
ら
三
十
日
に
米
陸
軍
と
そ
れ
ぞ
れ
実

動
演
習
を
行
い
、
さ
ら
に
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
に

は
師
団
指
揮
所
演
習
を
い
ず
れ
も
北
海
道
大
演
習
場

で
行
う
と
発
表
し
た
。
航
空
自
衛
隊
の
演
習
計
画
も

発
表
に
な
っ
た
が
内
容
は
未
確
認
で
あ
る
（
九
月
十

六
日
「
朝
日
新
聞
」
）
¢
海
上
自
衛
隊
は
上
記
「
朝

日
」
の
記
事
の
段
階
で
は
未
確
認
で
あ
っ
た
が
、
九

月
十
九
日
「
神
奈
川
新
聞
」
は
、
九
月
二
十
九
日
か

ら
始
ま
る
年
次
演
習
「
海
演
」
に
米
国
の
原
子
力
空

母
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
と
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
参
加

す
る
と
報
じ
た
，
原
子
力
空
母
と
の
日
本
周
辺
で
の

共
同
演
習
は
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
他
戦
艦
も
一
隻

（
お
そ
ら
く
ミ
ズ
ー
リ
）
参
加
す
る
。
演
習
海
域
は

北
海
道
苫
小
牧
沖
（
「
朝
日
」
）
。
演
習
後
参
加
し

た
核
艦
船
が
日
本
の
ど
こ
か
に
寄
港
す
る
の
で
は
、

と
い
や
な
予
感
さ
え
し
て
く
る
。

．
 

「
悪
法
論
議
」
さ
え
肩
す
か
し
す
れ
ば
0
k
と
日

本
政
府
は
踏
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ん
と
か

し
て
彼
ら
の
「
期
待
」
を
裏
切
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

読
者
の
み
な
さ
ん
。
抗
議
の
声
を
日
米
政
府
に
1

あ
な
た
の
近
く
に
米
軍
や
自
衛
隊
基
地
が
あ
っ
た
ら
、

抗
議
と
監
視
を
1

ま
ず
は
一
人
で
も
出
来
る
手
紙

や
電
話
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
（
編
集
部
）
◆

．
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マホーク運
第11回全国会

●スケジュール

3日（金・文化の日）

午後：シンポジウム

「九州の核・基地状況」

：前田哲夫氏講演会夜

4日（土）

午前：ピースバスで三菱兵器工場巡り

午後～反トマホーク全国会議I(1時開会）

5日（日）

午前：反トマホーク全国会議I（正午閉会）

会場：長崎市教育文化会館（長崎市筑後町2-1)

参加費：約10、000円 (2泊十バス代含む）

同い合わせ先：ピースバス長崎 0958(22)4098]

あるいはトマ喰い虫社へ

会計報告
(&9.&9-----9.3) 

［収入］

0前月からの繰越

経常繰越

借入金繰越
0今月の収入

会費収入
維持団体

： ［讐
通信会員

カンパ収入

行動収入 (PACEX)

資料収入

反核ホットライン収入

雑収入（銀行利息）

△ 63,550 

186,450 

△250,000 
139, 152 

113,000 
20,000 
24,000 

゜28,000 41,000 
21,000 

1, 120 

4,000 

゜32 
［支出］

●今月の支出

家賃（分室を含む）

水道光熱費

電話代

郵送費

文具代

印刷費

行動費（ PACEX) 

資料経費

反核ホットライン経費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越

借入金繰越

136,051 

50, 000 

5,710 

22, 484 

44,527 

゜1, 190 
10,000 

゜゚
2, 140 

△ 60,449 

189,551 

△250,000 
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炉＞＼

＊
編
集

＊
定
価

ースダ‘Iフ、了っト
●編集から印刷、発送まで「反トマ通信」はすべて手

作りです。ミニコミ作りに興味あるひと、平和運動の

新しい情報に触れてみたいひと、イラストやデザイン

をやってみようかなというひと、とにかく何かやりた

い！と思っているあなた、いっしょにやりませんか？

●発送も手伝って下さい。毎月20日直後の日曜日、ト

マ喰い虫社の分室（東横線日吉駅下車044(63)5101)

でやります。

次回の予定

10戒2日（日）午後2時から


